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ブラウザ履歴による検索キーワードの

意味的多義性の解消に関する研究
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近隼、Webのリンク構造を川いた検索抜術が往IIを集めている。しかしこれらの検束抜朋でも、意
味的多義作を持つ検索キーワードが人ノ」された場介、回→キーワードの異なる．払昧にl乱逆するWeb
ページが検索結果として返される場合がある。

本稿ではブラウザ履歴をデータベース化し、検束時にデータベースから検索キいワードのI軋連語を
榔1けることで、検索キーワードの多義件を耶消するシステムを捉案する。一般に、れ調である卜相
異義語が機合‖抒州こイfれすれば、前後の併託カーら同音異義語の．な昧が畔㍍できる場合が多い。検束
キーワードとして名詞が使われブラウザ履歴に検索キーワードが含まれる場合、その語の前後の世語
を朋べることで多義牲を解消できた。

AResearchontheDissolutionoftheSemanticPolysemy
OftheRetrievalKeywordbytheBrowserHistory
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Recently、manyPeOPleobservetheretrievingtechnologyusinglinkstructurepeculiartothe

Web・Inthiscase、When apolysemouswordisglVen aSaretrievalkey，thedifrerentresult
fromthetargetinhrmationmaybechosenwiththismethodology．

Inthispaper．we proposethesystemwhich soIvesthe polysemyofthe retrieva）keyword

byaccumulatingthebrowserhistoryintothedatabaseandextractingsomewordsrelatedto
theretrievalkeyword・Generallythe meaningofapolysemouswordcanidenti鮎dwith the
coocurrencewords．Therdbre．ifthe set ofcoocurrencewords can be stored、We Can utilize

thedatatoidentifythemeaningofthepolysemousword．

1．‾　は　じ　めに

インターネットの急速な普及により、多くの人々が

WorldWideWeb（WWW）を利用するようになった。

従来よりWWW上のWebページから情報を獲得す

る方法として、WWW検索システムの利用がある。

WWW検索システムには、キーワードで検索するも
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のが多い。これらの検索システムでは、ユーザは検

索キーワードを入力し、システムは、入力された検索

キーワードとWebページのインデックスを比較し、

類似度を求め、これにより検索結果を出力する。しか

し、Webページとの類似度を・それに含まれる単語の

みで求めているために、ユーザは満足する検索結果が

得られないことが多い。そこで近年、WWW特有の

リンク構造を用いた検索システムが登場し、その検索

精度の高さから注目を集めている1）。

しかしこれらの検索システムでは、検索キーワード

のみで、ユーザの検索意図を判断している。そのため、

不適切な検索キーワードを入力すると、ユーザが満

足する検索結果を得られない場合がある。その一例と

して、意味的多義性を持つ検索キーワードが挙げられ

る。このような検索キーワードが入力された場合、同

一キーワードの異なる意味に関連するWebページが

検索結果として返される場合があり、ユーザが満足す



2 情報処理学会論文誌

る検索結果が得られない場合がある。例えば、「Arllユ1」

という固有名詞を検索キーワードとして入力すると、

非同期転送モードの意味を持つ「ATM」と、現金自

動預払機の意味を持つ「A′1’ユ1」などが検索される。

ユーザは検索キーワードを複数入力することにより、

検索意図を詳細にシステムに伝達させることが可能

である。しかし商用の検索システムでは、ユーザが検

索に用いる語は一、こ語程度であることが言われて

おり2）、検索キーワードが少数の場合でもシステムが

ユーザの検索意図を正しく推定する必要がある云

本稿では検索キーワードの多義性を解消することを

目的とし、検索キーワードとして一語程度しか入力し

ないユーザに対して、ユーザが要求する情報を出力す

るシステムを提案する。そのための手法として、ブラ

ウザ履歴をデータベース化し、検索時にデータベース

から検索キーワードの関連語を抽出し、検索キーワー

ドと関連キーワードで検索する。

また、このシステムに対し、検索キーワードの単一

の意味に関するWeb■下－ジを履歴として使用し、そ

の検索キーワードを入力する実験を行い、評価する。

2．関連研究

川前らの研究3）では、ユーザのIPアドレス、検索

キーワード、アクセス先のURLを検索ログとして保

存し、入力キーワードの変更に対し検索ログから再帰

的にキーワードディレクトリを作成することにより検

索支援を行う。この手法では、検索時の給しIR L閲

覧数の削減が可能となる。しかし、検索支援の効果が

ユーザが過去に閲覧したページに大きく依存し、検索

結果であるtIRLの一覧から閲覧したWebページは、

検索結果の出力の順序に大きく依存するため、これを

改善することが課題となる。本研究では、クライアン

ト側に存在するブラウザ履歴を用いて、ユーザ自身の

検索支援を行うものであり、この研究とは異なる。

原田らの研究4）では、不特定多数のユーザの検索ロ

グから検索キーワードと閲覧したWebページを関連

づける。ユーザは検索キーワードを入力すると、シス

テムはURLのリストを求める。そしてそのし†RLに

一番多く関連づけられている検索キーワードを関連語

として提示する。この手法では、検索サーバに負荷を

かけず平易な手法で検索支援が可能である。しかし、

閲覧したWebページのうち、ファイルサイズが大き

なWebページは多くの語を含んでおり、様々な検索

キーワードにマッチするため、しばしば検索キーワー

ドと無関係な語が関連語として出力される。本研究は、

ブラウザ履歴から関連キーワードを抽出し、検索支援
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を行うものであり、不特定多数のユーザに対する検索

支援であるこの研究とは異なる。

川越らの研究5）では、図1のように、クライアント

マシンにプロキシサーバをインストールすることによ

り、ユーザのWebページに対するアクセスの流れを

データベース化する。そして、その中から意味的にま

とまりのあるWebページ群を抽出し、検索時にそれ

を提示する。意味的にまとまりのあるページ群は文書

同士の関連度を計算することにより求める。文書同士

の関連度は既存の手法である′1、F・1上）F法とベクトル

空間モデルを用いる。意味的にまとまりのあるⅥ′eb

ページ群のみを検索することにより、検索する際の総

ページ閲覧数を減少させることが可能となる。この手

法は、ユーザが過去に閲覧したWebページを構造化

して、共有する。そして、それを他ユーザが検索する

時に利用するものである。この手法は、クライアント

側にある履歴を用いる手法であり、履歴を獲得するの

にクライアントマシンにプロキシサーバをインストー

ルしている点で本研究と似ている。しかし、検索キー

ワードの多義性の解消を目的とし、ユーザの履歴をそ

のユーザ自身が利用する点でこの研究とは異なる。

獅々堀らの研究6）では、検索キーワードの多義性を

解消することを目的としている。HTM乱ファイル中

の表構造を解析することによりそのWebページの検

索キーワードとなる固有名詞の意味抽出を試みてい

る。その意味を抽出することにより、Webページ上

に存在する検索キーワードの多義性の解消を試みる。

例えば、表1、表2のように「ヤクルト」という単語

には、球団名の意味を持つ「ヤクルト」と、企業名の

意味を持つ「ヤクルト」が存在する。この場合、「ヤ

システム

図1　アクセス履歴を川いる手法
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クルト」が持つ意味によって、表の最上位の項目が異

なる。これを利用して検索キーワードの多義性の解消

を試みる。しかし、この手法では、HrrMLファイル

中の表構造についてのタグを解析する場合＼そのタグ

が表として使用されているかを考慮する必要がある。

本研究では、ブラウザ履歴を用いており、また、個々

のユーザに応じた検索支援を行う点でこの研究とは異

なる。

3．関連キーワード抽出による検索支援シス

テム

き．1クライアント側の履歴の活用

履歴を獲得する方法として、サーバ側で獲得する手

法やクライアント側で獲得する手法が考えられる。し

かし、サーバ側で獲得する手法では、数多くのWeb

サーバの協力が必要となるため現実的ではない。また、

クライアント側で履歴を獲得する手法は、容易にユー

ザの履歴を獲得することが可能であるため、これを適

用することとする。

3．2　過去に閲覧したⅥわbページの利用

クライアント側に存在する履歴を用いる手法には

様々なものがある。例えば、電子メールの内容を解析

する手法や、過去に閲覧したWebページを解析する

手法が考えられる。また、クライアントに存在する

ブックマークの内容を解析し検索支援に用いることも

考えられる。電子メールの内容を解析する手法では、

図2のように電子メールにメールマガジンなどユー

ザを特徴づけるメールが存在する場合、その内容を解

析して、それを検索意図の判断材料とすることも考え

られる。しかし、どのユーザにもユーザを特徴づける

ようなメールが存在するとは限らず、また、電子メー

ルを使用しないユーザには適用できない。また、ブッ

クマークの内容を解析する手法では、ユーザの興味

の対象を直接推定することが可能である。しかしブッ

クマークを使用しないユーザには適用不可能であり、

ブックマークにはすでに興味がないWebページが存
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図2　電rメール解析システム

在することがあり、その場合には有効ではない。

提案する検索支援システムでは、ユーザの検索意図

をユーザ個人の興味と結びつけて考え、ユーザが興味

を待った事柄に対して検索すると考える。そのため、

ユーザの興味をどうやって推定するかが問題となる。

小石川らの研究7）では、ユーザのⅥ／ebページ閲覧時

間とユーザ個人の関心には、ユーザの閲覧時間が長い

Webページに強い関心があることが述べられており、

過去に閲覧したⅥ／ebページをユーザの興味の対象と

して捉えるのは妥当であると考えられる。ユーザが

興味を持つには、過去に閲覧したWebページ中に検

索キーワードが現れると考え、その語の前後の単語か

ら検索意図を推定する。これにより多義性のある検索

キーワードを入力しても、ユーザが満足する検索結果

が得られると考える。

3．a　システムの概要

提案システムはユーザの検索意図を推定し検索キー

ワードの多義性を解消することを目的とする。システ

ムは図3のようにプロキシサーバ、インデックス作成

部（indexer／）、検索部（indexsearcher）の3つから構
成される。

ユーザはproxyserverを通してWebページを閲覧

する。その時、prOXユーサーバのログとして履歴し7比L

が蓄積される。インデックス作成部は履歴し†RLのう

ちHrll九1Lファイルのみを取得し、インデックス化す

る。検索部は、ユーザの検索時にインデックスデータ

ベースから関連キーワードを抽出する。そして、それ

を検索キーワードに追加して既存の検索システムへ送

信し、返ってきた検索結果をそのまま出力する。

3．3．1　プロキシサーバ

プロキシサーバではユーザがアクセスしたWebペー

ジのし†RLを蓄積する。蓄積されたURLをブラウザ

履歴として使用する。ブラウザ履歴をブラウザから直

接使用しない理由は、ブラウザの種類・バージョンに
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依存するためである。また、プロキシサーバのキャッ

シュの内容は、最新でない場合があるため使用しな

い。プロキシサーバはあらかじめ設定しておく。プロ

キシサーバに蓄積されたブラウザ履歴をユーザ個人

が使用することにより、プライバシーの配慮が可能で

ある。プロキシサーバにはフリーソフトウェアである

delegat・e7．5．48）を用いた。

3．3．2　インデックス作成部

インデックス作成部の動作の概要は以下の通りであ

る。インデノクス作成部では、ページを収集するpage

collecterとインデックスを作成するin（lex builderを

作成した。インデックスの作成は、ユーザが仇7ebペー

ジを閲覧し、ログに新しいしIRLが書き込まれるたび

に行われる。これにより、Ⅵ／ebページ閲覧時にのみオ

ンラインにするユーザに対しても、インチノクスが作

成可能である。

（1′）蓄積されたしTRLからhtmlファイルに関する

しI比Lのみを抽出

（2）抽出されたしIRLに対してリクエストを送信

（3）htmlファイルを獲得

（4）ht・mlファイルからタグを取り除き、形態素解

析を行い、単語を抽出

（5）単語の出現頻度と前後の共起関係を考慮して、

インデックス化

以下、それぞれの項目について説明する。

●　Webページの収集

蓄積されたブラウザ履歴のうち、音声ファイルや

画像ファイルやcgiファイルを除いた甘TMLファ

イルのみを収集する。Cgiファイルは内容が動的

に変化するため、収集しない。収集したHrll九1L

requeSt

〔亮声≡
result

keyword

目resu・tkeyword

UeSt

indexlng

医業禁冠
reference

keyword
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図3　提案システムの構成瀬l

hIal∴1980

†ト　711■，

拙＝する．】．．】－詞

名．ル　ー般

名．拉彬容動詞誹朝

名詞－サ変接続

名．；小ナイ形容．．■尋．．71件

名．．小川イJ‾名．i－J

来知，浩

ファイルからタグや特殊フォントに関する記号を

取り除く。また、T’＋●■や●－＊●●などの記号も正しく

形態素解析を行うため取り除く。

●　形態素解析

形態素解析プログラムにはぐhasen2．19）を用いた。

chasenはクライアントマシンにあらかじめイン

ストールしておく。辞書ファイルはchasen2．1に

付属のものを用いた。形態素解析の後、表3の品

詞について抽出する。名詞は検索キーワードとし

て使用されることが多いため抽出する。Webペー

ジ上に存在する未知語は名詞であることが多かっ

たため、未知語も抽出する。ここで、抽出した語

の集合をlγとする。

●　インデックス化

インデノクス化の手順は以下の通りである。

（1′）抽出された単語のうち前後3単語以内に

存在する表4で示される品詞について調

べ、抽出された単語の前後、それぞれ一つ

ずつを関連語の候補とする。助詞などの非

自立語は共起しやすい単語であるため、関

連語の候補として取り除く。また、計算量

を削減するため、3単語以内を調べること

蒜
－40－
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拘′＿、Lγ＋とする。

（2）lγ＿，川′＋についてその単語の前後3単語

（その単語自身を含む′）内に存在する語を調

べ、関連度を調べる。lγ＿については後の

語、lγ＋については前の語について調べる。

これは、候補となる関連語が様々な単語と

共に出現する場合、元の語の意味を特定す

る単語としてふさわしくないと考えられる

ためである。関連度は次の式で定義する。

reノ■（g）＝∑g彗許（g⊂lγ－Orlγ＋、ん⊂
lγ）

n（んng．）は単語hと単語gが3単語以内に

出現する回数、n（射は単語gの出現回数で

ある。関連度は、一つの単語についてペー

ジ毎に計算し、和をとることにより求める。

関連度を用いることにより、検索キーワー

ドと関連が深い語のみを抽出できる。

3．3．3　二検　索　部

検索部の動作は以下の通りである。

（1′）ユーザが検索キーワードを入力

（2）あらかじめ作成されているインデックスファイ

ルに対し、検索キーワードを探索。検索キー

ワードが存在しなければ、既存の検索システム

へ検索キーワードを送信し、検索結果をそのま

ま出力

（3）検索キーワードが存在する場合には、関連キー

ワードを抽出

（4）検索キーワードと関連キーワードを合わせて検

索システムに送信

（5）検索結果をそのまま出力

以下、それぞれの項目について説明する。

●　既存の検索システムによる検索

インデックスファイルに検索キーワードが存在し

ない場合、既存の検索システムにそのまま検索

キーワードを送信し、返ってきた検索結果をその

まま出力する。既存の検索システムとしては、一

般に登録されているWebページ数が大手検索シ

表4　’妻五　　〆　＝　　一品詞

抽出する品詞

名詞－・般

名詞一形容動詞語幹

名詞－サ変接続

名詞－ナイ形容詞語幹

名詞一周宥●名詞

形容量小目立

動詞イl＼L

未知語
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ステムの中で最大と言われているGooglel）を用

い、日本語のページについて検索した。

●　関連キーワードの抽出

インデックスファイルに検索キーワードが存在す

る場合、その検索キーワードの関連キーワードを

抽出する。関連キーワードは、インデックス作成

部で算出した関連度の最も高い語とする。検索シ

ステムへ検索キーワードおよび関連キーワードを

新しく検索キーワードとして送信し、検索結果を

そのまま出力する。関連キーワードを追加して検

索することにより、検索キーワードが一語の場合

でも、ユーザの検索要求を推定することが可能で

ある。

4．評価実験

4．1　実験データ

検索キーワードとして表5のような多義性を持つ

キーワード25種類について実験した。それぞれの検

索キーワードに対し、ブラウザ履歴としてY’ahoolO）、

l，yCOSll）、Excite12）のカテゴリ及びサイト登録され

ている日本語のWebページを1つの意味に関して20

件ずつ収集し使用した。分類されているカテゴリ及び

説明文を元に単語の意味を判別した。1’止00、L）・COS、

Exciteのカテゴリ及びサイトに登録されている登録

件数が合計20件以下である検索キーワードについて

は、そのページ数だけWebページを収集し、一つの

検索キーワードについて履歴のページ数をそれぞれ等

しくした。

4．2　実験内容

ブラウザ履歴に対して本システムを適用し、イン

チノクスを作成する。作成されたインチノクスに対し、

関連キーワード抽出プログラムを起動し、検索キー

ワードを入力して関連キーワードを抽出し、既存の検

索システムヘ送信し、検索結果を評価した。検索結果

のⅥ′ebペ∴ジの評価は、Ⅵ′ebページの内容が判別で

きないページについては適合文書に含めなかった。な

お、検索キーワードの中には、ここに表記した以外の

意味も存在するが、簡単のため割愛した。
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検索キーワード　　　　　　　　　　　意味

AT■～l
1井†【り期転送モード

コ　現金l－1動支払機

DV
1デジタルビデオ

コ　ドメスティノク・バイオレンス

インテル
1、ト音体メーカー

2　イタリアのサノカーチーム

ポーリング
1球を転がす

2　八を掘る

ⅠIP
1ヒューレットパッカート（企業名）

2　ホームページ

lrt
1【l本の地名

2．I＝可の　ミ小川手代の同名

オウム
1オウム真理教

2‥〔さ

AV
1オーディオ・ビジュアル

2　アダルト・ビデオ

IC
1集録碑1路

2　インターチェンジ

中国
1日本の地方名

2　世界の国名

デフォルト
1債務不櫨毎

2　初期設定

AMD l、AdvancedMicroDevices（企業名）

2atltO mOunt daemon

LD
1．レーザー・ディスク

2　学習障害

FA
1．フリー・エージェント

2．ファクトリー・オートメーション

JAS
1．日本農林規格

2．r】本エアシステム

DDR
1ダンスダンスレボリューション

2．Double bit Data Rate

4．3　評価手法

評価手法については、提案システムと既存の検索シ

ステムの検索結果の上位20件について比較して評価

する。ユーザは、検索結果のうち上位20件までしか閲

覧しないという調査結果がある13）。そのため上位20

件を比較することは妥当であると考えられる。一般に

情報検索においては、評価項目として再現率（Reca山′）

と適合率（Precision）が用いられる。再現率と適合率

は以下のように定義される。

f～ecα〃＝
検索された適合文書数

條4

keyword＝インテル

SyStem

血×

databaso

サノカ　、インテル

九Iar．1980

陣戒。乳た

◇撃
魯

図6　ユーザの検索要求

り、疑似的な適合率を求める。

本研究では、図6のように、過去に閲覧したWeb

ページに検索キーワードが含まれる場合、ユーザがそ

の検索キーワードで検索する時の検索要求は、過去に

閲覧したWebページのその語の意味に関するWeb

ページであると考える。それに基づき検索結果を評価

する。例えば、サッカーに関するWebページを過去

に閲覧した場合、検索キーワード「インテル」で検索

する時の検索要求はサッカーチーム「インテル」に関

するものであると考える。この考え方は、過去に閲覧

したWebページ中に意味の分からない語が存在し、そ

の単語の意味を調べるためにそれを入力して検索する

場合に成り立つ。この考え方に基づき、検索キーワー

ドの一つの意味に関するWebページを履歴として持っ

た場合に、検索結果のうちその意味に関するWebペー

ジを適合文書として提案システムと既存の検索システ

ムで比較する。

4．4　実験結果

実験結果を、表6に示す。ブラウザ履歴の項目の数

字は表5の検索キーワードの意味の項目の数字に相応

している。例えば、ブラウザ履歴が1．AT九1の場合は、

ブラウザ履歴として非同期転送モードに関するWeb

ページが20件存在する。これに対し、検索キーワー

表6　関連キーワードと既存システム、提案システムの適合宰

検索キーワード　　関連キーワード　　検索キーワード

1．ATM　　　　フレームリレー　　　　2ATM

IDV　　　　　　編集　　　　　　　2DV

lインテル　　　　　　　R　　　　　　　2　インテル

1ポーリング　　　　　行う　　　　　2．ポーリング

1ⅠIP hp　　　　　　　2．ⅠIP

l呉　　　　　　　私立　　　　　　　2．呉

1．オウム　　　　　　　アレフ　　　　　　　2．オウム

1．AV　　　　　　　機器　　　　　　　2．AV

関連キーワード

CD

防止

歴史

（なし）

公式

東

インコ

女優

車

各地

ルート

Auto

学会

機器

検索対象となる文書集合中の適合文書妻

Prec五βよon＝
検索された適合文書数

検索された文書数

しかし、Webの検索においては、検索対象となる

文書集合が膨大であり、検索対象となる文書集合中の

適合文書数を求めることが不可能であるため、再現率

を求めることが不可能である。また、検索された文書

数も膨大になる場合がある。よって、本論文では、検

索結果の上位20件について適合率を求めることによ

レイ

イ

At

アウト　　　　　　2IC1IC

l中岡

1デフォルト

1AMD

地域　　　　　　2．中岡

責務　　　　　2　デフォルト

hJon　　　　　　　2AMD

1LD DVD　　　　　　　　2LD

IFA　　　　　　　？‡ご　　　　　　　2．FA

1JAS　　　　　　　　マーク　　　　　　　　2JAS
マイレッジ

サービス

1DDR　　　　　　　ペーン　　　　　　　2．DDR Double

－42一
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ド「A「1、11」を人力する。提案システムでは、関連キー

ワード「フレームリレー」が提示される。図7は既存

の検索システムと提案システムの適合率をグラフ化し

たものである。

4．5　考　　　察

多くの場合で、提案システムの適合率が既存の検索

システムの適合率を上回った。しかし、関連キーワード

の中には不自然なものが存在した。例えば、検索キー

ワード「HP」の時の関連キーワード「hp」がそれに

当たる。これは、「hpのHP」（ヒューレットバッま卜→

トのホームページ）のように一つの検索キーワードが

異なる意味で共に出現することが考えられるため、不

自然な関連キーワードが抽出されたと考えられる。他

にも、検索キーワード「呉」の「東」のように、理解し

にくい関連キーワードも存在した。これは、履歴とす

るWe』ページが検索キーワード「呉」の場合11件と

少ないためであると考えられる。関連皮の上位5番以

内に「三国志」が登場しており履歴とするWebペー

ジが増えれば改善される可能性はある。

本手法では形態素解析を行い、関連度を算出して関

連キーワードを抽出している。その方式上形態素解析

の結果に大きく依存すゑ部分が存在する。それは複合

語及び未知語の扱い方である。複合語については、形

態素解析の辞書の内容に大きく依存する。例えば、「情

報処理」を「情報処理」として一語とするか、「情報」

「処理」として二語とするかである。これについては、

どちらが正しいとは言えない場合があり、その点は課

簸である。また、未知語は、その内容が日々刻々と変化

するインターネット上には存在する可能性が高く、こ

れをどう処理するかが問題となる。本研究では、未知

諸について品詞を調べた結果名詞であることが多かっ

110
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－●・既存の檎荊システム÷書一茶システム

図7　既存の検束システムと提案システムの適錮
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たため、名詞と同様に扱った。

また、本手法は関連キーワードを元の検索キーワー

ドに追加して既存の検索システムを用いて検索する。

そのため、検索結果の内容が既存の検索システムの

データベースの内容に依存する。したがって、既存の

検索システムのデータベースにユーザが要求する情報

がひとつも存在しない場合、満足する結果が得られな

い。したがって、既存の検索システムを用いる手法で

は、データベースの親模ができるだけ大きな検索シス

テムを選択する必要がある。

また、日本語形態素解析プログラムcha駅nを使用

しているため、英語のみで表記されているWe♭ペー

ジに対しては、単語の切れ目が誤って解析されるため、

適用できない。しかし、検索キーワードが英語である

場合には、日本語で表記されたペ丁ジの一部にその語

が独立して登場する場合には、その前後の語を調べる

ことにより意味の判別が可能である。

5．課　　　題

美顔結果から、検索キーワード「インテル」や検索

キーワード「呉」等、一部で不自然な関連キーワード

が抽出された。不自然な関連キーワードが抽出＿されず、

適合率を評価しても既存の検索システムを上回るのに

必要な履歴はどれくらいであるか調べる必要がある。

また、過去の全ての履歴を保存しておくことは不可能

であるため、履歴はどれくらい残すべきかを考慮する

必要がある。

今回の評価実験は、単一の意味に関するWebペー

ジを履歴とした場合についてのみ行った。しかし、本

方式は意味が異なるWe♭ページが存在する場合にも

適用が可能である。例えば、検索キーワード「1）ヽ′」に

関して実験データである「デジタル・ビデオ」の意味

に関するWebページと「ドメスティック・′†イオレ

ンス」の意味に画するWebページそれぞれ犯ペー

ジずつを履歴とした場合には、関連キーワードとして

「編集」が抽出される。しかし、これが適当であるか

判断が困難であり、評価が困難である。それは、関連

キーワードを一語のみ抽出して検索するためである。

関連キーワードを一つだけでなく複数抽出して、ユー

ザに選択させるようにすれば、本方式を用いても有効

であると考えられる。複数の意味に関するWe♭ペー

ジが履歴として存在する場合に、有効性について検証

する必要がある。

また、複数の意味に関するWehページが履歴とし

て存在する場合、関連キーワードの抽出に誤ることが

考えられる。その場合、本システムで検索する場合が
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既存の検索システムで検索する場合に比べ、閲覧ペー

ジ数が増え検索効率が低下することが考えられる。こ

のため、検索結果だけでなく関連キーワードを提示し、

ユーザに関連キーワードを選ばせてその結果をフィー

ドバックさせるといったことが必要となる。

本手法は、興味の対象が変化した場合には適用が不

可能である。例えば、同じ検索キーワード「AV」で

も、畳はオーディオ・ビジュアルの意味で「AV」を

入力し、夜はアダルト・ビデオの意味で「AV」を入

力することも考えられる。このように興味の対象が時

間的に変化する場合には、Webページを閲覧した時

刻を考慮してインデックスを作成する。そして、検索

時にその時の時刻も考慮して関連キーワードを抽出す

れば、興味の対象が変化した直後には対応不可能であ

るが、すぐにそれに追随することが可能となる。本手

法を改良することにより、興味の対象の変化に対応で

きる。

6．ぁわ　り　に

ユーザの意図を推定する手法として、ブラウザ履歴

から関連キーワードを抽出することによる検索支援方

式を提案した。これを用いて、検索キーワードの多義

性の解消について評価した。

評価実験として、検索キーワードの単一の意味に関

するWebページを履歴として集め、関連キーワード

を抽出し検索した。実験の結果、多くの検索キーワー

ドにおいて既存の検索システムに比べ高い適合率を示

した。実験結果から、単一の意味に関するWebペー

ジが履歴として存在した場合には、検索意図が反映さ

れ有効性があると言える。

今後は、自然な関連キーワードの抽出に必要な履歴

の量の検証、複数の意味に関するWebページが履歴

として存在する場合の本手法の有効性の評価、時刻を

考慮したインデックスの作成をしたいと考えている。
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